
CE 証明書 12 mm クリア強化ガラス工場

強化ガラスについて

強化ガラス強化 ガラスはアニール ガラス 600 ° C 以上に加熱、冷却することにより作製しました。 高の状態でガラスの外側の表面を急速にロックします。 圧縮、およびコアまたは緊張を補
償でガラスの中心。そうです 強度、耐熱性、安全性、使用される安全ガラス 重要な考慮事項です。

 

特性

高強度

強化ガラスを実行します。 曲げ、その高強度であるため打撃に抵抗で 3 以後 5 通常アニール ガラスのこと。それは表面を耐えることができます。 95Mpa の圧力。

 

高い安全性

とき、ガラスは、 壊れた、保証鈍角の角度でハチの巣状の顆粒になります 無害で、人間と強じん化プロセスの大幅かどうかを確認する安全性を低減します。 以下の損失を確保するため、温度による
破損のリスク。

 

熱安定性

強化ガラスは、します。 320℃ に 250 の温度変化を耐えることができます。 一方、通常アニール ガラスは 100 度に 20 を耐えることができるのみ。

 

パフォーマンス比較

アイテム 強化ガラス 半強化ガラス 通常アニール ガラス
安全性 ベスト 一般的な どれも
強度 152Mpa / 30-90Mpa
熱安定性 250 コテ 温度 100 度 20-100
表面応力 95Mpa 24 69Mpa /
壊れた状態 鈍角傾角粒 撮影-ブロークン シャープ

 

仕様

12 mm クリア強化ガラス使用可能なサイズ: 最大 3000 * 8000 mm 最小 150 * 300 mm

すべて 面取りのような 12 mm クリア強化ガラス、加工、切断、掘削等行う必要があります前に 焼戻。

 



エッジ作業

任意のエッジを行うことができます。 完全に洗練されたフラット エッジ (T 端) のような 12 mm クリア強化ガラス エッジ (C エッジ)、ベベル エッジ、オギーの端、マットのエッジを
鉛筆、ラウンド エッジのコーナーします。

 

穴と切り込み

強化ガラスにすることができます。 (どんなにストレートまたは円錐形) 穴とカットの切り込みに付属。我々 穴と切り込みの場所と、図面によるとサイズを検討します。どうぞ 下記親切に確認:

ガラスのエッジに最も近い 穴のポイント 12 mm クリア高靭性 ガラスの厚みの 2 倍よりも近い位置にある穴はありません。 ガラス。
最も近いガラス コーナー 穴のポイント 穴はいけません 6.5 倍の厚さ 12 mm クリア強化ガラスよりも近い位置しています。
穴の寸法 最小寸法 穴はガラスの厚さよりも小さくしないでください。最大値 穴の寸法は 1/3 以上をしないでくださいの最も狭い次元

作品。
ノッチと切り欠き すべてのフィレットを持つ必要があります。 半径の等しい、またはガラスの厚さよりも大きい。

 

図形

12 mm の四角形をオフにする以外 強化ガラスは、ジミーのガラスも出来る形 12 mm クリア強化ガラス 円形、台形、平行などが好きです。

 

アプリケーション

• ガラス手すり

• ガラス天窓

• ガラスの天蓋

• シャワー スクリーン

• テーブル トップのような家具

• 他の多く。

 

品質基準

EN12150 に従い ヨーロッパ ガラス標準

ASTM1048 に従い アメリカン スタンダード

GB に従い 9963 1998年ガラス標準

GB に従い 17981-1999年中国語強化標準、熱強化ガラス

中国からすを渡す 強制認証制度 (CCC)、IGCC、CSI。



強化ガラス穴や切り込みを

場合の差アニール ガラスと強化ガラスが壊れて

強化ガラス炉そして生産のプロセス

強化ガラス強力な木箱梱包とロードの安全性




